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国民的スポーツ
（フィリピン編）

１．はじめに
フィリピンの国民的スポーツ。それはバス

ケットボールです。フィリピンはアメリカの影
響を色濃く受けています。バスケットボール
は言わずと知れたアメリカの四大スポーツの
１つ。特許制度もその１つと言えますが、文
化の側面ではスポーツへの影響が強いのです。

２．�フィリピン人のバスケットボールの楽し
み方

民間団体や地方自治体は、毎年、アマチュ
アバスケットボールリーグを開催していま
す。４月～５月頃は、学校の休みの時期です
ので、これらの時期に多くのリーグが開かれ
ます。リーグに参加する各チームは、オリジ
ナルのユニフォームやシューズを揃え、ヘッ
ドコーチを雇っている本格的なチームまであ
ります。

もちろん、アマチュアリーグの本分は、
winよりもenjoy。バスケットボールを楽し
む中で、友情や忍耐力などが鍛えられます。

と言っても、プロさながらに優勝チームへ
のトロフィーの授与、MVPの表彰など、本

格的な運用がなされています。他にも、最も
魅力的なユニフォームを着用していたチーム
の表彰、チームプレーが優れていたチームの
表彰もあります。

これらのリーグは、年齢別に複数の部門か
ら構成されています。

●モスキート部門（対象：13歳以下）
●キッズ部門（対象：14 ～ 17際以下）
●ジュニア部門（対象：18 ～ 23歳以下）
●シニア部門（対象：全年齢）

３．フィリピンのバスケットボール模様
フィリピンの若者にとって、バスケットボ

ールはなくてはならない存在です。
フィリピンでは、街中の至る所に木製のバ

スケットリングが設置されています。中に
は、土がむき出しの地面に生えた大きな木の
上にバスケットリングが設置された場所もあ
ります（写真１）。イレギュラーバウンドも
お構いなし。子供たちは、このようなお手製
のコートに集まり、ストリートバスケならぬ
グラウンドバスケを楽しんでいます。

日本以上に台風の影響を受けるフィリピン
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【写真１】お手製のバスケットコート 【写真２】水中バスケを楽しむ若者たち
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１　National Basketball Association
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では、洪水も珍しくありません。しかし、あ
ふれた水も若者のバスケット熱を冷ますには
至りません。水と共に溢れでた笑顔（写真
２）。ドリブルができるかどうかは関係な
し。ボールとリングがあればどこでもでき
る。彼らにとってそれがバスケットボールな
のです。

外国人観光客の中には、バスケットボール
好きの人もいます。英語が堪能なフィリピン
人は、外国人観光客ともバスケットボールで
打ち解けることができます。

競技ルールでは、５on５で行われるゲー
ムでも、グラウンドバスケには堅苦しいルー
ルはありません。10人揃わない時には、１
on１も、３on３も、１on２で楽しむことも
あります。

４．フィリピンのプロリーグ
フィリピンには、フィリピン版NBA１とも

呼べるプロリーグ（PBA２）があります。物
心付いた時からバスケットボールを身近に感
じた若者たちは、PBA経由で、NBAに進出
する日を夢見ています。残念ながら、フィリ
ピン代表チームは、リオデジャネイロオリン
ピックの出場権を逃しました。しかし、その
ことで若者のバスケットボールへ熱が冷めた
わけではありません。フィリピン代表とし
て、オリンピックでメダルを獲得すること。
これも、若者たちの夢になっています。

日本弁理士、GIP東京所属。1977年神奈川県生まれ。専
門は通信、電気、ソフトウェア。2005年弁理士試験合
格。企業知財部３年、特許事務所７年の経験を経て2013
年７月より現職。モットーは、「正しいモノより楽しい
モノを」。
http://www.giplaw-tokyo.co.jp/jp/
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５．まとめ
バスケットボールは老若男女を問わず、す

べてのフィリピン人に愛されています。
私は、フィリピン人の中でも結構熱狂的な

バスケ好きだと自負しています。特に、
NBAのサンアントニオ・スパーズのガード

「トニー・パーカー」選手が大好きです。彼
はフィリピンでも特に人気があります。パー
カー選手も、フィリピンで試合をした時に、
ロックスターのような熱狂的な歓迎に感謝の
意を示しました。

1993年カーモナ生まれ。名前の由来は、元NBAプレーヤ
「クライド・ドレクスラー」。大のバスケ好き。モンテン
ルパ大学卒業。専門は政治学。2014年にIPキャリアをス
タート。趣味はバスケットボール、読書。Hechanova所
属。 好 き な 言 葉 は「The hardest man to beat is the 
man who can laugh at the face of defeat」。
http://www.hechanova.com.ph
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【写真３】飛び入りの外国人観光客とバスケットボールを楽しむ若者たち


